
 

 

平成２２年８月１０日 

 

 

 

 

 

 

三日月副大臣による独立行政法人航海訓練所練習船銀河丸の遠洋航海

出航式への出席について 

 

 独立行政法人航海訓練所（以下「航海訓練所」という。）は、日本のライフラインである

海上輸送の安全を支える船員（ヒューマン・インフラ）を効率的・効果的に養成するため、

5隻の練習船により商船系の船員教育機関15校の学生に対して国際条約で義務付けられて

いる資格取得のための航海訓練を実施する日本で唯一の機関です。 

 三日月副大臣は、航海訓練所の練習船「銀河丸」がホノルルに向けての遠洋航海に出航

するにあたり、出航式に出席します。 

 また、銀河丸の出航式に先立ち、銀河丸に乗船し航海訓練の総仕上げを行う実習生及び

本年4月に船員を目指し船員教育機関に入学し、現在銀河丸の隣に停泊する練習船「大成

丸」に乗船している実習生たちと船員を志望する動機、練習船での生活、将来の夢等につ

いて懇談を行うことになりましたのでお知らせします。 

 場所・時間等については以下のとおりです。 

 

１．日 時：平成２２年８月１１日(水) 

      実習生との懇談会 １２：００～１２：３０ 

      出航式典     １３：００～ 

 

２．場 所：東京港晴海ふ頭航海訓練所専用桟橋 Ｈ－２岸壁 銀河丸船上 

 

※ 同様のご案内を独立行政法人航海訓練所でも発表しています。 

  

海事局海技課 

 担当：清水、加納 

  03-5253-8655（直通） 

  03-5253-8111（内線45-162） 



(参 考) 

 

独立行政法人航海訓練所の概要 

 

 

１．理事長 

 岡野 良成 

 

２．設 立 

 平成13年4月1日（昭和18年4月1日旧逓信省に設置、平成13年に独法化） 

 

３．所在地 

 神奈川県横浜市中区北仲通５－５７ 横浜第２合同庁舎(２０階) 

(1) 目的及び事業 

 商船系の国立大学、商船系の国立高等専門学校及び海技教育機構の学生及び生徒等

に対し航海訓練を行うことにより、船舶の運航に関する知識及び技能を習得させるこ

と。 

 事業概要は次のとおり。 

① 商船系国立大学、商船系国立高等専門学校及び海技教育機構の学生及び生徒等に

対し航海訓練を行うこと。 

② 航海訓練に関する研究を行うこと。 

③ ①②の業務に附帯する業務を行うこと。 

(2) 航海訓練を行う練習船の要目 

 大成丸(船齢29年)：総トン数5,886トン 全長124.84m 実習生定員140名 

 日本丸(船齢25年)：総トン数2,570トン 全長110.09m 実習生定員120名 

 海王丸(船齢20年)：総トン数2,556トン 全長110.09m 実習生定員128名 

 青雲丸(船齢12年)：総トン数5,890トン 全長116.00m 実習生定員180名 

 銀河丸(船齢06年)：総トン数6,185トン 全長116.40m 実習生定員180名 

 

以  上 


